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休止・廃止 現状維持31 年度 実施計画調書 新規 拡充 縮小平成 30 年度 事務事業評価（平成29年度実施事業事後評価）シート ／ 平成

　事務事業の基本情報 ☞　位置付けられている計画等で『その他の計画』が複数ある場合は，代表的なものを１つ記入してください。また，該当する根拠法令及び市条例等が複数ある場合，代表的なものを１～２個記入してください。

事務事業名 花火大会補助経費 補助区分 国補 県補 市単

観光 係 作成者 松村　芳明 内線（電話番号） 2420担当部 経済環境部 担当課 商工観光課 担当係

（平成 年度まで） 決まっていない

シート作成日

終期 決まっている

誰・何を
対象に

市内外の来場者。
望ま
しい
状態

観光振興及び地域経済の活性化。

H30,5,24 部長決裁日 H30.6.6

一般会計 款 項 目 事業予算科目 区分

常総市復興計画 市民等からの要望
じょうそう未来創生プラン前期基本計画 市長マニフェスト「常総創生への道しるべ」

根拠法令及び
市条例等

国の定める法律
名称国・県からの通達等

　事務事業の主たる成果指標 ☞　数値目標（定量）の設定が困難な場合は，文言目標（定性）でも結構です。なお，指標名・目標値とも設定が困難な事業は空欄でも結構ですが，この場合，設定できない理由を分かりやすく・具体的に記入してください。

指標名 来場者数 単位 人 目標値

常総市まち・ひと・しごと創生総合戦略 その他の計画 名称 市の条令・要綱・規則等 名称

位置付けられ
ている計画等

▶どのよう
な方法・
手順で

常総市商工会と連携し,協賛協力依頼や観光イベントにおいてＰＲをし誘客を図った。

　事務事業の目的 ☞　当該事業を実施することで，①「望ましい状態」とはどのような状態か？→　②一方で，「現状や課題」はどうなのか？→　③そのためには何をするべきか？　という過程で考えていただいても結構です。

現状
課題

市民や常総市観光物産協会，周辺自治体や観光事業者と連携強化し，本市らしい付加価値の高
い観光振興を図ることが重要。 ▶

名称

打上場所確認

ほぼ目標
どおり

成
果
内
容

常総市の夏の風物詩として，全国から認知されている大会であり，有名花火師が選ぶ
おすすめ花火大会１０選に選ばれるなど,知名度があり毎年好評である。

特別観覧席予約受付

商工会など各種団体との連携を強化すると同時に，花火大会の魅力を多くの方に広める。

　事務事業の実績　Ⓓ ☞　当該事業の予算を使って，『どのような業務をどの程度実施したか。』を記入してください。なお，業務が12個以上ある場合，代表的なものを最大12個記入してください。 　担当者評価　Ⓒ ☞　実施したことによる成果や問題点を記入してください。

年度
平成27年度 61,848 平成28年度 60,810

150,000
目標
年次

平成 35 年度
指標及び目標値設定の考え方
（又は指標・目標値を設定できない場
合の理由）

業務名

打上場所確認

開催告知看板設置

目標値に対する実績値 110000 人

活動量
平成29年度 60,461

交通規制予告看板の設置 交通規制予告看板の設置

実行委員会開催 実行委員会開催 実行委員会開催

⑨ プログラム作成 ⑨ プログラム作成

成
果

特別協賛金募集 特別協賛金募集 特別協賛金募集

事務局会議開催

特別観覧席予約受付 特別観覧席予約受付

業務名 活動量 業務名活動量

テント設営 事務事業の方向性

縮小 休止・廃止拡充 現行どおり

打上場所確認

市係員業務説明会市係員業務説明会 市係員業務説明会

⑨ プログラム作成 　担当部長及び担当課長評価　Ⓒ ☞　担当部長・課長で協議のうえ，評価してください。

問
題
点

市民や常総市観光物産協会，周辺自治体や観光事業者と連携強化し，本市らしい付加価値の高い
観光振興を図ることが重要。
花火打ち上げ前のステージイベントの充実，市民の広場を利用したイベントの充実。

道路使用許可申請 道路使用許可申請 道路使用許可申請

開催告知看板設置 開催告知看板設置

交通規制予告看板の設置

評
価
理
由

　全国的に認知された大会で，常総の夏の風物詩としてずっと継続されてきたものであり，現行予算
の継続が望ましいが，短期的な観光事業の展開について，事業効果を再度検討して，花火打ち上げ
前のステージイベントや市民の広場を利用したイベントをさらに充実させる検討，更には，今後隔年開
催の検討も必要である。

目標値に対する実績値 130000 人目標値に対する実績値 130000 人

（住民一人あたりの行政コスト） 197 （住民一人あたりの行政コスト） 198

一般財源
計

　財務アドバイザーの見解

12,000,000 一般財源 12,000,000
計 12,000,000 円

内
訳

特定財源

事
務
事
業
を
構
成
す
る
主
な
業
務

事務局会議開催 事務局会議開催

特定財源

（住民一人あたりの行政コスト） 194

一般財源 12,000,000
決
算
額

計 12,000,000 円
内
訳

テント設営 テント設営

年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

12,000,000 円
内
訳

特定財源

　実施計画　Ⓟ ☞　今後3年間の事業内容について，どのようなことを実施していくつもりなのか，具体的に記入してください。なお，予算額の『歳出の計』と『歳入の計』は一致させてください。

『常総市財政健全化計画』では、平成29～31年度までの3年間で約20億円の財源不足が生じる可能性が
指摘されている。この厳しい財政状況を鑑み、本事務事業は平成31年度の当初予算の要求において、そ
の一般財源金額については費用対効果が最も高いと判断された平成28年度の一般財源決算額の金額
以下の予算要求を行うべきである。当該金額の枠内で最大の効果を発揮する、市民目線の筋肉質な事
務事業の計画と実行を期待する。

事
業
内
容

○事務局会議開催(H30.7開催／商工会・商工観光課）

○特別観覧席予約受付（マス・イス・ペア・プレミアム・左岸・右岸席を販売）

○特別協賛金募集（4/1から募集を開始）

○開催告知看板設置（7月頭に設置。河川敷に。）

○道路使用許可申請（7月中旬に警察へ申請）

○打上場所確認（7月下旬花火打ち上げ会場にて。警察・県・煙火業者・商工観光課）

○交通規制予告看板の設置（7月下旬に設置。市内各60か所。）

○市係員業務説明会（7月下旬に開催。約100名参加）

○プログラム作成（７月下旬に納品。約22000部）

○テント設営（８月上旬花火大会会場にて約１０張）

○実行委員会開催（H30.2開催。約４０名）

予
算
額

歳出 計 12,710 千円

休止・廃止

評
価
理
由

今年で54回目となる花火大会は，一夜限りであるが全国的にも知られており，常総市復興の一大イ
ベントとして，質を落とさずに継続していくべきものである。また，ステージ及び市民の広場等のイベン
トの充実などや堤防整備完了後も視野に入れ，検討していく必要がある。

11 事務事業の改善理由　Ⓐ　
☞　実施計画のみ作成する場合の拡充・縮小・休止廃止部分
もこの欄に記入してください。

○事務局会議開催(H31.7開催／商工会・商工観光課）

○特別観覧席予約受付（マス・イス・ペア・プレミアム・左岸・右岸席を販売）

○特別協賛金募集（4/1から募集を開始）

○開催告知看板設置（7月頭に設置。河川敷に。）

○道路使用許可申請（7月中旬に警察へ申請）

○打上場所確認（7月下旬花火打ち上げ会場にて。警察・県・煙火業者・商工観光課）

○交通規制予告看板の設置（7月下旬に設置。市内各60か所。）

○市係員業務説明会（7月下旬に開催。約100名参加）

○プログラム作成（７月下旬に納品。約22000部）

○テント設営（８月上旬花火大会会場にて約１０張）

○実行委員会開催（H30.12開催。約４０名）

○事務局会議開催(H32.7開催／商工会・商工観光課）

○特別観覧席予約受付（マス・イス・ペア・プレミアム・左岸・右岸席を販売）

○特別協賛金募集（4/1から募集を開始）

○開催告知看板設置（7月頭に設置。河川敷に。）

○道路使用許可申請（7月中旬に警察へ申請）

○打上場所確認（7月下旬花火打ち上げ会場にて。警察・県・煙火業者・商工観光課）

○交通規制予告看板の設置（7月下旬に設置。市内各60か所。）

○市係員業務説明会（7月下旬に開催。約100名参加）

○プログラム作成（７月下旬に納品。約22000部）

○テント設営（８月上旬花火大会会場にて約１０張）

○実行委員会開催（H31.12開催。約４０名）

　行政改革懇談会（市民）の意見

担当部長及び担当課長評価のとおりでよい。一夜限りのイベントであるが，常総市にとっては絶好のPR
の場となる，また，市民にとっては生活の楽しみとなり，花火そのものが市民の心の支えとなっている。た
だし，車道，駐車場，観覧席等の問題があるため，河川敷や堤防を最大限に活用し，隔年開催について
も議論するべきではないか。これらの問題が解決し，整備が完了した際には毎年開催に戻すということも
考えられる。

10 最終評価（行政改革推進本部）　Ⓒ

事務事業の方向性

拡充 現行どおり

歳入

特定財源 千円

歳入

特定財源

計 12,710

一般財源 12,710

計 12,710 千円 計 12,710

千円 一般財源 12,710

計 12,710 千円

千円 一般財源 12,710 千円

縮小

千円
事
業
内
容

今後も質を落とさずに継続していく。
また、ステージ及び市民の広場等のイベントの充実を図る。

千円 歳出 計 12,710

千円

歳入

特定財源 千円

千円


